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授業中に分からない所を一緒に考えてくれるAIノート

山田啓一朗本事業は、ADHD等の発達特性を持つ児童に向けた「授業中に分からない所を一緒に考えてくれ
るAIノート」の開発である。板書の丸写しという認知負荷の高い作業を、AIによるノート自動

生成で解消する。さらに学習内容をナレッジグラフ化し、音声や筆致データから児童の理解度
を推定して、つまずきに応じた前提知識を自動提示する。公教育への無償導入でデータを蓄積
し、学習塾等へ有償SaaSとして展開するモデルを目指す。

市場規模の広い「授業がわからない」という課題に解決策を寄せた結果、自身のADHD当事者と

しての強みや当事者性が薄れている点が課題である。また、インタビューを進める中で、提案
する解決策に対する現場の真の需要があるか、若干疑わしい部分も生じている。そのため、机
上の調査に時間をかけるのではなく、早期に事業の仮説検証を進め、結果次第では解決策の再
検討（ピボット）も視野に入れる必要がある。

既に特別支援学級の担当教員や保護者、大学の専門家等へのインタビューを継続的に実施して
いる。これにより、現場の実態を把握するだけでなく、実証実験に協力してもらえる現場との
信頼関係や強固なコネクションは構築済みである。この現場パイプを最大限に活かし、プロト
タイプを即座に教育現場へ持ち込んで迅速に検証と改善のサイクルを回していく見通しである
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